
 

 

 

 

 

 

新開発計画が明らかに！  (2011.12.1) 

東急建設から当基金に対し、「上郷猿田地区都市計

画提案基本構想」の説明が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 開発計画の概要 ＞ 

開発区域は JR 港南台から徒歩 20 分の栄区上郷

町、面積は 331,000 ㎡、舞岡―上郷線東側は、

横堰から下流のいたち川が山側に付け替えられ、

川から舞上線沿いまでは、店舗、事業所、低層住

宅、中高層住宅を計画。西側は、舞岡―上郷線沿

いに、日用品店舗、医療系事業所、中高層住宅が

計画され、山手学院寄りは低層住宅用地となって

います。 

切土と盛土面積は約 107,000 ㎡、運搬土砂

200,000m3(ダンプ約 30,000 台分)、商業地

20,000 ㎡、宅地40,000 ㎡、住宅350 戸、計

画人口 1,000 人、猿田谷戸や深田谷戸の湿地な

ど豊かな生態系及び古代製鉄遺跡は完全に失われ

ます。今後のスケジュールは、平成 24/1 月事前

相談書提出、24/3 月市から助言書受領、24/6

月都市計画提案書を横浜市へ提出、24 年度中に

開発の可否が決定される予定となっています。 

当基金からは、全面保全をお願いしました。 

“瀬上沢開発関連”の市長発言 

横浜市議会    （2011.12.9） 

12 月 9 日の市議会定例会において、石渡由起夫

議員（栄区）の質問に対し、林市長は「自然は将

来を担う子ども達に引き継いでいかなければなら

ないと強く思っている。土地所有者や市民の協力

を戴きながら緑地保全に全力で取り組んでいく」

と答弁した。 

年頭記者会見    (2012.1.6) 

1 月 6 日の年頭記者会見で、開発に対する考えを

示した。 

・開発と緑の保全についての関係は、土地所有者

の方々の協力が必要だし、市民の理解が得られ

なくてはいけない、そのバランスを考えた対応

が必要だ。 

・所有者が（土地を）売りたいということであれ

ば買わせて頂く。 

・(開発は)基本的には緑が減るわけだから、守ら

なくてはいけない事だ。 

・商業施設をつくることは高齢者社会の便利さに

寄与する所はあるが、それによって緑が破壊さ

れていくことは良くない事だ。 

・主役になるのは当事者の方達で、市民の皆さん

の意見は最重要と考えている。 

東急建設が開発計画公表  (2012.1.5) 

1 月 6 日、神奈川新聞、東京新聞、日本経済新

聞、産経新聞の朝刊各紙に提案概要が掲載された。

各紙は、東急建設が強調する“開発予定地に於け

る緑地保全率を拡大した”事を取上げているが、

引き替えに約 1/3 の面積を占める“西側の里山や

湿地がこの計画により失われる”事を伝えていな

い。“豊かな生態系が失われ、連続する三浦丘陵の

まとまりのある緑地総量が減少する”という大き

な環境問題である。 

 

豆知識 １ 

世界全体で人間の営みによる環境負荷は、地球が養

える能力の 1.4 個分にまで増えている。もしも世界中

の人々が日本と同じ暮らしをしたら 2.4 個分、アメリ

カと同じ暮らしをしたら 5 個分必要。 

単純計算では緑地が1以上必要なのに0.7しか無い、

もう少しも減らしてはいけない段階なのです。 

だからこそ、国連 IPCC による生物多様性条約、国の

生物多様性基本法、横浜市のみどりアップ計画・生物

多様性行動計画など、市・国・世界が取り組んでいる

課題なのです。 

世界の科学者達は、2050 年には温暖化による気候

変動で、干ばつ・豪雨・食糧不足・風土病の蔓延など、

危機的状況になると警告しています。 

 

瀬上沢 NEWS レター 1 

NPO法人ホタルのふるさと瀬上沢基金 2012.2.1 

会員・寄付で“瀬上沢を守る”という強い願いを行政へ 

会員・寄付にご協力頂いている方々 

月  日現在     人 目標 10,000 人 

 


